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修士論文要旨
背景と目的
　ニホンリスの個体数は現在、全国的に減少傾向にある。秩
父市街地に近い「埼玉県民の森」で実施した調査では、リ
スの生息密度は極めて低く、人為的な改変によって生息環
境が劣化していることが示唆された（近藤 2011）。しかし、
リスが選好して生息するといわれている天然林が広がる秩
父地域における生息状況は明らかとなっていない。
　そこで本研究では、リスの生息状況など基礎的なデータ
を収集することを主な目的とし、この秩父地域において、捕
獲・ラジオテレメトリー・カメラトラップなどの手法を用
いて調査を実施することとした。
方法
　調査地は、東京大学秩父演習林栃本地区内で、約40haの
調査区域を設置した。調査は、2012年６月25日～11月８日、
2013年５月８日～11月26日の期間に月に１度、３泊４日の
頻度で実施した。本研究では、以下の４つの手法を採用し
た。
（1）捕獲調査
　調査区内の20地点においてリスの捕獲を行った。捕獲に
は箱型ワナと、誘引餌としてオニグルミを用いた。なお一
部のクルミは針金でワナに固定し、そのクルミに対するリ
スの反応を餌への執着度の指標とした。本研究では、固定
したクルミを外した場合に執着有とした。
（2）ラジオテレメトリー調査
　一部の捕獲個体にVHF小型発信器カラー型を装着した。
その後、受信機と三素子の八木アンテナを用いて装着個体
を追跡した。個体の位置座標は三角測量法を用いて求め、解
析にはQGISとカシミール3Dを、統計解析には“R”を使
用した。
（3）カメラトラップ調査
　クルミを入れた給餌台と自動撮影装置を、捕獲用箱型ワ
ナの設置地点と同様の20ヶ所に設置した。撮影された動画
の記録から、リスの利用状況や利用頻度を追跡した。また、
同時にリスのクルミに対する反応を確認し、餌への執着が
見られた地点数を算出した。
（4）個体識別調査
　自動撮影装置の映像から個体識別ができるように、本研
究では、尾毛を個体ごとに異なる形で刈り取る新しい方法
を試みた。
結果と考察
（1）リスの活動性
　月ごとの撮影頻度は、７月に飛び抜けて高く、９月～10
月に低い傾向が認められた。また、捕獲数の月変化にもこ
れと同様の傾向がみられた。一方発信器を装着した２個体
の行動圏サイズには、月による変動があったものの、その
傾向は異なっていた。そこで他の要因として、誘引餌（ク
ルミ）に対するリスの執着度を見てみると、撮影頻度や捕
獲数の傾向と類似していると判断された。実際に８月、９
月、10月の調査時には調査区内には大量のクルミの落下が
確認された。つまり、自然状態の餌資源量が少なく、貯食
量が減少する初夏には誘引餌の誘引力が強くなると考えら
れた。もちろんリスの行動にはあらゆる要因が関わってい
ると考えられるが、本調査地に生息するリスは、特に餌資
源量の影響を強く受けているものと推測された。
（2）リスの行動圏
　行動圏面積は日によって異なっていたが、１日当たりの
平均行動圏面積は2.17ha/dayであった。これを他地域（高
尾山：Tamura 2004，河口湖：Kataoka et al. 2010，盛
岡：西ほか 2011）と比較すると、本調査地におけるリスの
行動圏面積はかなり小さいことが判明した。本調査区内の
一部地域（0.25ha）では、胸高直径30cm以上のクルミ本数
密度が25本／ haである（関未発表 2013）ことから判断し
て、リスにとって十分な餌資源量が存在すると考えられた。
（3）リスの生息状況
　本調査により11個体（0.28個体／ ha）以上のリスが生息
していることは確実である。生息密度は人工林の多い県民
の森に比べ、本調査地の方が圧倒的に高かった。天然林の
多い本調査地では、リスにとって重要な餌資源であるクル
ミが多く、好適な環境であったと考えられた。また、人為
的な環境改変やそれに伴う生息地の分断化がリスの生息に
大きな影響を与えることが明らかとなった。
　本研究によって、秩父山系におけるリスの基礎的な生態
と生息状況が明らかになった。しかし、今後本種の保全方
策を具体化するには、さらに詳しい生態の解明、特にクル
ミの広域分布と生産量の把握、クルミ以外の食物条件につ
いてもさらにデータを蓄積する必要がある。
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